
二
〇
一
〇
年
も
早
二
月
を
迎
え
て
、
国
会

で
は
予
算
委
員
会
で
22
年
度
の
予
算
案
の
審

議
も
始
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
ん
な
中
、
巷
の
話
題
は
、
横
綱
朝
青
龍

の
暴
力
事
件
に
端
を
発
す
る
突
然
の
引
退
や

昨
年
か
ら
空
前
の
エ
コ
カ
ー
ブ
ー
ム
の
旗
手

と
な
っ
て
い
て
私
の
愛
車
で
も
あ
る
「
新
型

プ
リ
ウ
ス
」
の
ブ
レ
ー
キ
の
不
具
合
発
覚
な

ど
、
な
か
な
か
明
る
い
話
題
が
見
つ
か
ら
な

い
。政

治
の
世
界
に
目
を
転
じ
て
み
る
と
、
鳩

山
由
紀
夫
首
相
の
母
親
か
ら
の
資
金
提
供
の

問
題
や
、
民
主
党
小
沢
一
郎
幹
事
長
の
元
秘

書
ら
に
よ
る
政
治
資
金
規
正
法
に
係
る
虚
偽

記
載
の
問
題
な
ど
、
政
治
と
金
に
ま
つ
わ
る

諸
問
題
の
発
生
に
よ
り
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
以
来
浮
き
上
が
る
こ
と
の
で
き
な
い
ま
ま

二
番
底
が
訪
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
、
経
済

へ
の
対
策
も
ほ
と
ん
ど
進
ん
で
い
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
。

「
政
権
交
代
」
へ
の
期
待
感
が
大
き
か
っ

た
だ
け
に
、
現
状
へ
の
失
望
感
も
大
変
大
き

な
も
の
と
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
ま
た
、
新

年
を
迎
え
て
か
ら
、
数
多
く
の
新
年
会
に
出

席
さ
せ
て
い
た
だ
く
中
で
、
地
元
の
社
長
さ

ん
や
事
業
主
の
皆
さ
ん
か
ら
、
県
の
経
済
対

策
や
金
融
対
策
へ
の
評
価
と
た
く
さ
ん
の
意

見
提
言
を
い
た
だ
い
た
。
そ
れ
ら
の
意
見
を

念
頭
に
置
き
、
二
月
定
例
県
議
会
で
は
本
県

の
22
年
度
予
算(
案)

を
慎
重
に
審
議
し
て
い

こ
う
と
気
を
引
き
締
め
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

そ
し
て
、
国
も
今
国
会
で
は
、
大
胆
な
経

済
成
長
戦
略
を
う
ち
立
て
、
こ
の
難
局
の
打

開
策
を
指
し
示
し
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。
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か
や
し
き

慎
一

12
月
定
例
議
会

１

《
上
田
知
事
答
弁
要
旨
》

２

《
保
健
医
療
部
長
答
弁
要
旨
》

鈴木正人議員質問項目

１ 全国学力テストの
縮小について

2 地域医療再生特例交付金の
活用について

12
月
定
例
会
で
は
、
総
額
１
３
８
億
４
３

４
５
万
円
の
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
、
知

事
提
出
議
案
45
件
、
請
願
４
件
、
意
見
書
９

件
を
可
決
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
補
正
の

裏
付
け
と
な
る
県
の
財
政
を
見
て
み
る
と
、

県
税
収
入
は
当
初
見
込
み
よ
り
約
３
０
８
億

円
の
減
収
と
な
り
、
ほ
ぼ
同
額
の
減
収
補
填

債
の
発
行
に
よ
り
穴
埋
め
を
せ
ざ
る
を
得
な

い
厳
し
い
局
面
を
迎
え
て
い
る
。

主
な
歳
出
と
し
て
は
、
失
業
者
の
増
加
に

対
応
し
た
生
活
保
護
扶
助
費
の
10
億
円
の
増

額
、
周
産
期
医
療
や
小
児
救
急
医
療
の
充
実
、

医
師
の
確
保
と
い
っ
た
地
域
医
療
再
生
の
基

金
と
し
て
50
億
円
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

対
策
と
し
て
38
億
円
を
計
上
し
て
生
活
保
護

「
な
か
や
し
き
の
思
い
」

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
調
査
で
も
学
力
の
低
下
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
わ
が
国
。
資
源
の
な
い

日
本
は
「
人
材(

財)

」
の
育
成
こ
そ
が
国
の

行
く
末
を
左
右
す
る
。
改
め
て
基
礎
学
力

を
身
に
つ
け
さ
せ
る
、
し
っ
か
り
と
し
た

教
育
環
境
を
作
り
上
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。

平成21年１２月１８日
「県議会の森」開設記念

オガタマノキを植樹しました

一
般
質
問

わ
が
会
派
か
ら
は
、
鈴
木
正
人

議
員
が
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。

二
〇
一
〇
年
始
動

「第3回県政報告会」開催しました！
日 時：平成21年11月28日 午後7時より
場 所：クレアこうのす大会議室

暮の押し迫るお忙しい中、ご来賓の皆様をはじめ多くの方
にご参会いただき、平成21年度補正予算案の概要や「八ッ場
ダム建設について」の県の対応、また、平成21年度予算の執
行状況などをスクリーンを使い報告させていただきました。

「
な
か
や
し
き
の
思
い
」

慢
性
的
な
医
師
不
足
な
ど
に
よ
り
、
本

県
の
医
療
体
制
も
危
機
的
状
況
だ
。
特
に
、

周
産
期
医
療
体
制
や
小
児
救
急
を
中
心
と

し
た
救
急
医
療
体
制
の
脆
弱
化
は
極
め
て

深
刻
な
状
況
に
あ
る
。
平
成
25
年
ま
で
の

計
画
期
間
の
中
で
、
有
効
に
基
金
を
活
用

し
対
策
を
講
じ
て
も
ら
い
た
い
。

受
給
者
ら
の
予
防
接
種
の
負
担
軽
減
に
充
て

る
な
ど
、
県
民
生
活
を
守
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
の
さ
ら
な
る
充
実
を
目
指
し
た
予
算

で
あ
る
。

ま
た
、
請
願
の
採
択
に
よ
っ
て
「
選
択
的

夫
婦
別
姓
法
案
提
出
に
つ
い
て
慎
重
な
対
応

を
求
め
る
意
見
書
」
、
「
永
住
外
国
人
へ
の

地
方
参
政
権
付
与
の
法
制
化
に
慎
重
な
対
応

を
求
め
る
意
見
書
」
な
ど
我
が
国
の
あ
り
方

の
根
底
に
に
か
か
わ
る
意
見
書
な
ど
が
、
埼

玉
県
議
会
の
声
と
し
て
政
府
に
対
し
て
届
け

ら
れ
た
の
も
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
。

今
定
例
会
で
は
、
８
つ
の
項
目
に
渡
っ
て

質
問
し
た
鈴
木
議
員
で
し
た
が
、
そ
の
中
で

も
１
の
「
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
縮
小
に
つ
い

て
」
で
は
、
上
田
知
事
に
、
日
教
組
の
意
向

と
も
言
わ
れ
て
い
る
新
政
権
の
全
国
学
力
テ

ス
ト
縮
小
方
針
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
感

想
を
持
ち
、
今
後
ど
う
対
応
す
べ
き
か
を
質

問
し
た
。

つ
い
で
２
の
「
地
域
医
療
再
生
臨
時
特
例

交
付
金
の
活
用
に
つ
い
て
」
で
は
、
石
田
保

健
医
療
部
長
に
、
国
の
臨
時
特
例
交
付
金
の

交
付
に
伴
い
今
定
例
会
で
創
設
を
予
定
し
て

い
る
、
「
埼
玉
県
地
域
医
療
再
生
基
金
条
例
」

の
も
と
で
、
医
師
・
看
護
師
等
の
確
保
や
医

療
機
器
の
更
新
な
ど
様
々
な
地
域
医
療
の
抱

え
る
問
題
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に
具
体
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
を
質
問
し
た
。

文
部
科
学
大
臣
の
判
断
が
、
日
教
組
の
主

張
に
沿
っ
た
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
極
め

て
残
念
な
結
果
だ
と
思
う
。
学
力
だ
け
で
は

な
い
、
生
活
習
慣
と
学
力
の
関
係
な
ど
の
資

料
も
含
ん
で
い
る
学
力
テ
ス
ト
の
公
開
を
し

て
広
範
囲
な
議
論
を
起
こ
し
て
、
何
ら
か
の

形
で
教
育
の
中
に
生
か
し
、
日
本
の
特
色
で

あ
る
、
基
礎
力
・
知
識
・
技
術
と
い
っ
た
分

野
の
基
礎
と
な
る
も
の
を
し
っ
か
り
と
身
に

つ
け
さ
せ
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。

事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
全
県
へ
の

波
及
効
果
の
大
き
い
事
業
を
中
心
に
取
り
組

む
。
具
体
的
に
は
、
総
合
周
産
期
母
子
医
療

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
増
床
や

後
方
支
援
体
制
の
整
備
を
行
い
、
周
産
期
医

療
体
制
の
機
能
強
化
を
図
っ
た
り
、
小
児
科

医
の
派
遣
を
含
め
た
、
小
児
拠
点
病
院
に
お

け
る
小
児
救
急
24
時
間
体
制
の
整
備
や
、
産

科
、
小
児
科
、
救
急
を
目
指
す
医
師
の
誘
導
・

定
着
策
な
ど
を
を
講
じ
て
行
き
た
い
。



編
集
後
記

ま
た
ま
た
年
を
跨
ぐ
と
こ
ろ
で
の

発
行
が
遅
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ス
ミ
マ
セ
ン
。

今
年
の
冬
は
暖
冬
の
予
想
だ
っ
た

の
に
、
２
月
の
降
雪
日
数
は
10
日
に

も
な
ろ
う
と
し
て
い
る
状
況
、
な
か

な
か
あ
た
た
か
さ
を
実
感
で
き
な
い

で
す
ね
ぇ
。
で
も
、
そ
の
お
か
げ
か
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
大
流
行
に
は
な

ら
な
か
っ
た
よ
う
で
す
ね
。
よ
か
っ
た
、

よ
か
っ
た
。

２
月
定
例
県
議
会
、
健
康
に
留

意
し
乗
り
切
ろ
う
と
思
い
ま
す
。慎

一

10日 鴻巣市成人式 クレアこうのす
10日 箕田稲穂会新春親睦会 丹羽商店

11日 民主党埼玉県第六区総支部新春の集い 東武ﾊﾞﾝｹｯﾄﾎｰﾙ上尾
11日 鴻巣びっくりひな祭り実行委員会 鴻巣市役所
12日 的祭 滝馬室氷川神社

13日 土地家屋調査士新年賀詞交歓会 浦和ﾛｲﾔﾙﾊﾟｲﾝｽﾞﾎﾃﾙ
14日 鴻巣市青色申告会新年会 さわ

14日 満足度推進クラブ幹事会 ご馳走Dokoroかねはち
15日 鴻巣地区警察官友の会新春祝賀会 クレアこうのす
16日 北足立歯科医師会新年会 パレスホテル大宮

18日 鴻巣市商工会青年部新年会 ご馳走Dokoroかねはち
19日 鴻巣・吹上・川里商工会女性部新年懇親会 クレアこうのす
19日 北足立郡市医師会新年会 北本市文化センター

21日 教育改革・文化・スポーツ振興特別委員会視察
※視察レポート掲載

21日 鴻巣市商工会新年賀詞交歓会 クレアこうのす
22日 市民文化講演会 クレアこうのす
22日 鴻巣市文化団体連合会新年会 クレアこうのす

22日 建設埼玉北足立地区本部新春の集い クレアこうのす
22日 鴻巣びっくりひな祭り部会長会議 中屋敷事務所
23日 川の再生交流会「川の守り人全員集合！」 埼玉会館

23日 鴻巣薬剤師会新年会 磯幸寿司
25日 公明党埼玉県本部新春賀詞交歓会 浦和ﾛｲﾔﾙﾊﾟｲﾝｽﾞﾎﾃﾙ

27日 鴻巣市建設業協会新年賀詞交歓会 クレアこうのす
28日 社団法人鴻巣北本青年会議所新年会 クレアこうのす
29日 鴻巣市PTA連合会新年懇親会 クレアこうのす

30日 彩の国21世紀郷土かるた鴻巣大会 鴻巣市立総合体育館
30日 埼玉県接骨師会中央支部新年会 東武ﾊﾞﾝｹｯﾄﾎｰﾙ上尾
31日 埼玉県連若鳶会新年会 ホテルガーデンパレス

31日 交通安全新春の集い クレアこうのす
31日 鴻巣びっくりひな祭り実行委員会 鴻巣市役所

1日 埼玉県農商工連携フェア さいたまスーパーアリーナ
1日 北朝鮮による拉致問題を考える埼玉県民の集い 埼玉会館

2日 12月定例県議会 開会 県議会議事堂
2日 鴻巣市体育協会役員会 鴻巣市立総合体育館

3日 議案勉強会 県議会議事堂
4日 鴻神社酉の市祭儀
6日 KTC杯 上谷総合公園テニスコート

7日 満足度推進クラブ幹事会 ご馳走Dokoroかねはち
9日 無所属刷新の会 鈴木代表一般質問登壇 県議会議事堂
9日 決算特別委員会代表委員打合せ 県議会議事堂

9日 鴻巣びっくりひな祭り事前会議 中屋敷事務所
10日 日中政治経済推進議員連盟意見交換会

11日 鴻巣市体育協会役員懇親会
12日 埼玉県立吹上高等学校創立30周年記念式典クレアこうのす
12日 KTC総会 割烹料理 大正家

13日 「救う会埼玉」浦和駅街頭署名活動
16日 企画財政委員会 県議会議事堂
17日 グローバル・インターネット

テーマ：2010年日本経済の動向 大宮ソニックシティ
18日 教育改革・文化・スポーツ振興特別委員会 県議会議事堂

18日 県議会の森開設記念式典
19日 大島あつし後援会年末懇親会 クレアこうのす
19日 鴻巣びっくりひな祭り会議＆忘年会

20日 M・K会忘年会 大栄団地集会所
22日 12月定例県議会 閉会 県議会議事堂
25日 「八ッ場ダム建設推進議員連盟1都５県の会」緊急集会

憲政記念館・講堂
26日 鴻巣地区交通安全協会忘年会 柳屋

1日 野々宮神社元旦祭

1日 鴻神社歳旦祭
3日 鴻巣倫理法人会 座禅の会 宝持寺
3日 安養寺下自治会新年会 山口屋

5日 賀詞交歓会知事公館
6日 鴻巣地区鳶職組合新年会 蛇の目鮨

8日 鴻巣中学校PTA新年会 クレアこうのす
10日 鴻巣市消防団出初式 鴻巣市役所駐車場

12月活動報告
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☆県議会へのご意見、ご要望
承っております。

１月活動報告

2日 鴻巣市異業種交流会新年会 メイキッス
3日 鴻巣地区町内会連絡協議会新年会 クレアこうのす

5日 鴻巣北本青年会議所OB会総会 メイキッス
8日 鴻巣市指定下水道排水設備工事店組合新年会 いろは旅館
9日 企画財政委員会視察

視察先：航空自衛隊熊谷基地
（自衛隊と地域等の連携について）

熊谷市役所（地域における総合的な整備について）
9日～10日 無所属刷新の会 鴻巣支部視察 ～秋田県～

視察先：特定非営利活動法人 蜘蛛の糸

秋田県庁（予算特別委員会質問関連調査）
11日 鴻巣市花木愛好会総会 あきやま
13日 市民たこあげ大会 糠田運動場

13日 鴻巣市水泳連盟総会 鴻巣市立総合体育館
14日 鴻巣びっくりひな祭り2010オープニングセレモニー

15日 鴻巣びっくりひな祭り2010エルミオープニングセレモニー
15日 市まちづくり部 武蔵水路改修工事説明 中屋敷事務所
16日 川の再生モデル5箇所合同完成式 川口ｵｰﾄﾚｰｽ場ｲﾍﾞﾝﾄﾎｰﾙ

16日 予算特別委員会 県議会議事堂
16日 彩の国100㎞徒歩の旅総会 あきやま
17日 県央地域振興センター22年度当初予算案説明 中屋敷事務所

18日 参議院議員 島田ちやこを囲む「新春の集い」 ﾗﾌｫｰﾚ清水園
19日 県教育委員長面談 県議会議事堂

20日 フラワートライアル開会式 フラワーセンター
20日 フラワーフェスティバル開会式 フラワーセンター
20日 鴻巣市硬式テニス協会総会 メイキッス

21日 箕田観世音護摩修行
21日 農漁村ルネサンス体験主張大会 創価学会鴻巣文化会館
22日 2月定例県議会開会 県議会議事堂

23日 予算説明会 議案調査 県議会議事堂
24日 予算説明会 議案調査 県議会議事堂

26日 代表質問 県議会議事堂
27日 満足度推進クラブ新年会 クレアこうのす

＊活動報告は、抜粋させていただいてます

＊2月定例県議会日程
2月22日(月) ～ 3月26日(金) （33日間）

1/23 川の再生交流会
「川の守り人全員集合！」

11
月
19
日
〜
20
日

企
画
財
政
委
員
会

視
察
報
告

1
月
21
日

教
育
改
革･

文
化･

ス
ポ
ー
ツ
振
興

特
別
委
員
会

視
察
報
告

11
月
19
日

◆
横
浜
市
役
所
・(

財)

横
浜
市
緑
の
協
会

《
出
資
法
人
改
革
に
つ
い
て
》

横
浜
市
は
、
出
資
法
人
の
う
ち
「
特
定
協

約
団
体
」
と
定
め
た
団
体
と
、
主
要
な
契
約

目
標
を
「
協
約
」
と
し
て
締
結
し
、
そ
の
達

成
状
況
を
外
部
の
専
門
家
に
よ
る
評
価
を
通

じ
て
団
体
の
経
営
に
反
映
さ
せ
る
「
特
定
協

約
団
体
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル
」
を
実
施

し
て
い
る
。
今
回
の
視
察
先
、(

財)

横
浜
市

緑
の
協
会
は
、
市
民
等
の
寄
付
に
よ
っ
て
積

み
立
て
ら
れ
る
「
よ
こ
は
ま
緑
の
街
づ
く
り

基
金
」
の
増
額
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
基
金

の
運
用
益
な
ど
の
活
用
に
よ
り
年
間
１
９
０

０
０
本
の
植
栽
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

４
年
間
の
サ
イ
ク
ル
で
締
結
さ
れ
る
「
協
約
」
、

目
標
の
数
値
が
具
体
的
に
書
き
込
ま
れ
、
か

な
り
シ
ビ
ア
な
も
の
で
あ
っ
た
。
「
機
能
す

る
出
資
法
人
づ
く
り
」
大
変
参
考
に
な
っ
た
。

11
月
19
日

◆
神
奈
川
県
庁

神
奈
川
県
で
は
、
昨
年
９
月
か
ら
試
験
的

に
導
入
し
た
電
気
自
動
車
の
う
ち
２
台
を
平

日
は
公
用
車
と
し
て
使
用
し
、
休
日
は
レ
ン

タ
カ
ー
と
し
て
シ
ェ
ア
し
な
が
ら
使
用
す
る

「
Ｅ
Ｖ
（
電
気
自
動
車
）
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
モ

デ
ル
事
業
」
を
全
国
に
先
駆
け
て
実
施
し
て

お
り
、
こ
の
事
業
に
よ
り
多
く
の
県
民
が
電

気
自
動
車
を
体
験
し
て
い
る
。
試
乗
し
た
感

想
は
、
「
静
か
な
う
え
に
パ

ワ
フ
ル
」
と
い
っ
た
感
じ
だ
っ

た
。
航
続
距
離
や
価
格
の
面

（
約
４
０
０
万
円
）
で
ま
だ

問
題
点
も
あ
る
が
、
次
世
代

の
旗
手
で
あ
る
に
違
い
な
い
。

◆
東
京
都
立
足
立
東
高
等
学
校

東
京
都
に
よ
る
都
立
高
校
改
革
の
一
環
で
、

平
成
14
年
に
、
中
学
校
で
学
ぶ
力
を
発
揮
で

き
ず
基
礎
か
ら
学
び
な
お
し
た
い
生
徒
を
積

極
的
に
受
け
入
れ
る
「
エ
ン
カ
レ
ッ
ジ
ス
ク
ー

ル
」
の
第
一
号
に
指
定
さ
れ
た
足
立
東
高
。

入
試
は
、
学
ぶ
意
欲
を
評
価
す
る
面
接
と
作

文
の
み
。
定
期
テ
ス
ト
な
し
、
30
分
授
業
、

少
人
数
習
熟
度
別
授
業
な
ど
特
色
あ
る
教
育

を
行
っ
て
い
る
。
中
退
率
の
減
少
、
進
路
決

定
率
の
上
昇
、
風
紀
面
の
改
善
な
ど
の
成
果

を
上
げ
、
来
年
度
以
降
全
５
校
が
指
定
さ
れ

た
。
多
様
化
す
る
教
育
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
。

本
県
に
お
い
て
も
必
須
の
課
題
だ
。

◆
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
い
た
ま
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

さ
い
た
ま
市
見
沼
区
に
あ
る
「
さ
い
た
ま

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
は
平
成
15
年
に
設
立
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
取
得
し
活
発
に
活
動
し
て
い

る
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
。
昨
年
末

の
会
員
数
は
９
２
６
名
に
上
る
。
６
月
に
オ
ー

プ
ン
し
た
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
「
Ｓ
Ｓ
Ｃ
あ
す
も
」

は
、
ま
る
で
企
業
展
開
し
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
の
よ
う
に
充
実
し
た
施
設
だ
。
こ
の

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
を
中
心
に
指
定
管
理
を
請
け

負
う
大
宮
武
道
館
な
ど
で
、
幅
広
い
年
齢
層

の
人
が
気
軽
に
継
続
的
に
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
め
る
場
を
提
供
し
て
い
る
。
会
員
数

の
拡
大
や
夜
間
の
時
間
延
長
な
ど
課
題
は
あ

る
も
の
の
、
素
晴
ら
し
い
ク
ラ
ブ
だ
っ
た
。

説明会場「エリスマン邸」

みなとみらい線

元町・中華街駅

２月活動報告

1/10 鴻巣市消防団出初式

今年はさらに
パワーアップ！

29段（約6.45ｍ）

鴻巣市役所ロビー

鴻巣市合併５周年記念

鴻巣びっくりひな祭り２０１０

等身大の
享保雛


